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“ジョアンとマリア（達）の話” 

  王子様と王女様のお話が必ず、「昔々、、、」と始まるのに倣って、私たちのお話も「昔々、、、」

から始めることにしましょう。 

昔々、マリア・アントニアという名前の王女様がいました。オーストリアの王家に生まれ、多くの

王女様がそうであるのと同様に、いずれどこかの王子様と結婚することが生まれながらに宿命づ

けられていました。やがてマリア・アントニアは、将来のフランス国王ルイ 16世の妃として選ばれ

ます。この婚儀を機に、マリア・アントニアは別の名前マリア・アントニエッタ（訳注：マリー・アントワ

ネット）で呼ばれるようになりました。支配者たる若夫婦による王家の財産の浪費がたたり、フラン

スは政治的にも経済的にも大変な混乱に陥りました。そして、王と妃はフランス革命の露と消える

ことになったのです。この事件は、ヨーロッパの絶対王政にとって大変な衝撃でした。 

近隣国ポルトガルにも、別のマリア王女が暮らしていました。誕生時につけられた名前は、マリ

ア・フランシスカ・イザベウ・ジョゼーファ・アントニア・ジェルトゥルデス・リタ・ジョアンナ（訳注：((後

の))マリア 1世）です。こちらのマリア王女は、叔父と結婚して、後に 1777年から 1816年まで女

王としてポルトガルを統治しました。こちらのマリアは、フランス革命の追及を逃れた亡命貴族を

迎え入れることでマリア・アントニエッタの最期を知り、絶対王政を襲った壮絶な衝撃に驚き、心を

病み、息子のジョアン（訳注：((後の))ジョアン 6世）に王権を譲らねばならないと思い込むようにな

りました。動揺の大きさゆえ、今日に至るまで、狂女王マリアという称号で知られることになりまし

た。息子のジョアンは承継順位の低い立場でしたが、兄が亡くなり、母が統治能力を失ったことか

ら、摂政の座に就くことになりました。 

同じころフランスでは、高貴の生まれではないが大きな野心を抱えた一人の男が頭角を現しま

した。ナポレオン・ボナパルチ（訳注：ボナパルト）です。ナポレオンは 1799年にフランスの主導権

を握り、1804年にはフランス皇帝の座に就きます。ナポレオンはヨーロッパ一の権勢を誇ることを

めざし、そのために領土の拡張を必要としていました。ナポレオンは戦略に優れ、勝利と征服を重

ねて領土を拡張していきました。イベリア半島も例外とはなりえず、ポルトガル侵攻が始まります。 

イングランドの支援を受けていたジョアン王子は、ナポレオンによる辱めを逃れる道として残さ

れたのは南米、わけてもブラジルに移動することと考えました。この旅に誰を連れて行くべきか。

摂政ジョアン王子は母に相談します。精神的な問題を感じさせる言動の多いマリア 1世でしたが、

このときははっきりと答えます。「皆で行くか、皆で残るかだ。」ということで、ジョアン王子は皆で行

くことを決定します。速やかにかつ秘密裏に、貴族たちは急の旅支度を始めます。侵攻を指揮す
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るナポレオンの野望に一矢を報いる、大量脱走計画というわけです。実際に脱出した貴族の数に

は諸説あります。5千とも、1万とも、4,500 とも。わかっているのは、ブラジルを目指してポルトガ

ルを脱出したということです。こうして、ポルトガルのロイヤルファミリーがブラジルにやってきまし

た。父君、母君、カルロッタ妃、そして王子たち、ペドロ、ミゲル、そして王女たち、マリア・テレーザ、

マリア・イザベウ、マリア・フランシスカ、マリア・アスンサン、イザベウ・マリア、アナ・ヂ・ジェズス・

マリア。 

（訳注：ジョアン王子は、ブラジル滞在中、マリア 1世の死去を受けて 1816年にジョアン 6世と

してポルトガル王に即位）ブラジルにあって、ジョアン 6世は植民地ブラジルの維持のために、革

新的な政策を打ち出しました。工業の自由化、自治行政権の付与、出版の許可、陸軍学校の創

設、海軍の創設、陸軍病院の創設、リオデジャネイロ火薬工場の創設、高等教育の開始、植物園

の設置、王立図書館の設置、美術学院の設立、ブラジル銀行の設立などです。これらの諸策の

立案にあたっては、マリア・テレーザ王女が補助役を務めていました。 

やがて、マリア・アントニエッタの姪二人が、対立する二極に分かれて結婚します。ナポレオンは

妻ジョゼフィーナ（訳注：ジョセフィーヌ）との間に跡継ぎを設けず離婚し、マリア・ルイーザ・レオポ

ウヂーナ・フランシスカ・テレーザ・ジョゼファ（訳注：マリー・ルイーズ、後のパルマ女公マリア・ルイ

ーザ）と再婚します。その妹であるマリア・レオポウヂーナ・ジョゼファ・カロリーナは、ジョアン 6世

の息子であるペドロ王子と結婚します。ジョアン 6世とナポレオンは敵対し続けていましたので、

二人の姉妹がまったく逆の道を辿ったということになります。やがてナポレオンが流刑となる一方、

ペドロ王子はブラジル皇帝に、レオポウヂーナ王女は皇后となりました。ペドロ 1世とレオポウヂ

ーナ皇后はいろいろな顕彰を受けましたが、その中に、こういったものがあります。「マリア・レオポ

ウヂーナ様は電車になって、ペドロ様は駅になった。」ここに言う電車とはハモスを通る路線（現ス

ーペルヴィア社サラクルーナ線）で、私たちのエスコーラのインペラトリス・レオポウヂネンセという

名前の元になったものです。そもそも神の治めるこの世界では多くのジョアンとマリアが君臨して

いるわけですが。 

ホーザ・マガリャンイス 
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（サンバ・エンヘード） 

作－ジョジマール、ヂ・アンドラーヂ、ヴァウテンシール、カルロス・キンヂ、ジョルジ・アルトゥール 

 

王女マリアもまた 

夢見ていた 

いつか王子様に巡り合うことを 

そしてフランス王からの知らせを受ける 

順風満帆、贅沢の最中に 

汝、マリア・アントワネットたらんと 

ポルトガルには、別の女王マリア 

心を病み、統治不能 

革命を恐れ、熱にうなされて 

王国をジョアンに譲り渡す 

こうして摂政が立ったとき、フランスの皇帝は 

侵略を命じる 

 

皆で残るか 

皆で行くか 

冒険の船に乗って 

オー・ルボワール（さようなら）ナポレオン 

 

海を渡った 

ブラジルに着いた 

新しい空気、進歩と変革 

何人ものマリアたち、皆貴族、そしてジョアン王がやってきた 

時が過ぎ、やがて結婚することになったのは 

ルーツを同じくする二人のマリア  

ルイーザはナポレオンと結ばれ 

レオポウヂーナは我らが皇后となった 

鉄道の名前にもなった 

我らが駅ハモスを通る路線 

多くのマリアたちとジョアンたちが君臨するところ 

 

この列車に遊びにおいでよ 

心の駅に停車する列車に 

インペラトリスの空に輝かせろ 

そが旗に刻まれた 11の星を 


